
（大阪府）

市 政 ル ポ 和
い ず み

泉市

コ
コ
ロ
が
ト
リ
コ
！
　
子
育
て
し
や
す
い
ト
カ
イ
ナ
カ

働
き
盛
り
世
代
を
惹
き
つ
け
る
高
感
度
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
時
代
の
端
緒
に《
躍
進
》で
対
処

　

今
年
７
月
初
旬
に
岡
山
県
・
広
島
県
な
ど
西
日
本

一
帯
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
豪
雨
、
関
西
国
際
空
港

の
被
災
・
閉
鎖
が
衝
撃
的
だ
っ
た
台
風
21
号
の
襲
来

（
９
月
４
日
）、
さ
ら
に
は
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
発
生
（
９
月
６
日
）
な
ど
、

こ
の
夏
の
日
本
列
島
は
例
年
に
も
増
し
て
巨
大
な
自

然
災
害
に
次
々
と
見
舞
わ
れ
た
。

　

実
は
和
泉
市
ル
ポ
の
取
材
（
８
月
23
日
）
も
、「
非

常
に
大
き
な
勢
力
」
と
予
告
さ
れ
て
い
た
台
風
20
号

の
、
近
畿
地
方
上
陸
の
間
隙
を
縫
う
よ
う
な
形
で
の

実
施
と
な
っ
た
。
和
泉
市
の
ご
協
力
で
、
運
よ
く
昼

間
の
取
材
は
予
定
通
り
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
取
材
の
最
中
に
も
携
帯
に
は
周
辺
都
市
か

ら
の「
避
難
指
示
」「
避
難
勧
告
」の
防
災
メ
ー
ル
が
頻

繁
に
送
ら
れ
て
き
た
。

　

実
際
、
昨
年
10
月
21
・
22
日
の
両
日
に
は
、
台
風

21
号
に
よ
る
大
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
市
内
１
５
０
カ

所
以
上
で
土
砂
崩
れ
や
冠
水
な
ど
大
き
な
被
害
が
発

生
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
台
風
21
号
（
９
月
４
日
・

５
日
）に
お
い
て
も
、
暴
風
で
多
数
の
電
柱
が
倒
れ
、

市
内
４
万
２
５
０
０
軒
（
最
大
）
で
長
期
間
の
停
電
、

公
共
施
設
の
破
損（
約
55
カ
所
）・
倒
木
に
よ
る
通
行

止
め（
約
20
カ
所
）な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　

市
職
員
に
話
を
聞
く
と
、「
市
内
で
こ
れ
だ
け
の

被
害
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
」と
い
う
。
確
か
に
、

和
泉
市
は
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
被
害
は
少
な
く
、

内
陸
の
自
治
体
で
あ
る
た
め
、
津
波
の
危
険
性
も
比

較
的
少
な
い
。

　

平
野
部
の
続
く
北
部
は
堺
市
と
接
し
て
お
り
、
そ

の
一
方
で
南
部
は
和
歌
山
県
と
接
し
て
い
る
。
大
阪

市
内
に
も
和
歌
山
県
に
も
ア
ク
セ
ス
が
便
利
な
の
が

特
徴
と
い
え
る
。

　
「
和
泉
市
は
大
阪
市
の
都
心
部
か
ら
25
㎞
圏
内
、

関
西
国
際
空
港
か
ら
も
約
20
㎞
と
非
常
に
利
便
性
の

高
い
地
域
で
、
特
に
１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
を
中
心
に
人
口
急
増
し
た
、

準
都
会
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
際
に
都
市
化
は

か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一

方
で
は
今
も
豊
か
な
自
然
が
残

さ
れ
た
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
南
部
地
区
の
槇
尾
山
一
帯
は
金
剛
生
駒

紀
泉
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
野
部

の
集
中
す
る
北
部
に
は
、
絶
滅
危き

ぐ惧
種
を
含
む
動

植
物
や
大
小
の
池
沼
群
を
擁
す
る
、
信
太
山
丘
陵

が
あ
り
ま
す
。

　

南
北
に
細
長
い
市
域
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

発
展
し
て
き
た
北
部
・
中
央
部
の
市
街
地
（
平
野
・

丘
陵
）と
、
ミ
カ
ン
栽
培
で
も
知
ら
れ
る
南
部
の
山
間

地
帯
に
、
大
き
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

辻
つじ

 宏
ひろみち

康
和泉市長
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和
泉
市
内
を
流
れ
る
河
川
と
し
て
は
槇
尾
川
、
松

尾
川
が
あ
り
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
豊
か
な
自
然
風
景

を
残
し
な
が
ら
も
、
大
阪
市
内
か
ら
近
く
、
大
型
商

業
施
設
も
あ
り
、
都
会
と
田
舎
が
融
合
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
和
泉
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
い
え
ば
、
ま
さ
に
ト
カ
イ

ナ
カ（
都
会
＋
田
舎
）な
の
で
す（
笑
）」

　

そ
う
語
る
辻
宏

康
・
和
泉
市
長
は

２
０
０
９
年
６
月

に
就
任
。
３
期
目

の
現
在
は
《
躍
進
》

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
政
運
営
を
進
め
て
い
る
。

　
「
和
泉
市
は
一
昨
年
、
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
市
制
施
行
時
に
５
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、

そ
の
間
に
18
万
７
０
０
０
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
常
に
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
人
口
動
態
は
、

現
在
、
少
し
ず
つ
で
す
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
３
期
目
の
市
政
運
営
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
《
躍
進
》
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
う

時
期
だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、
躍
進
を
図
る
ぐ
ら
い
の
積

極
性
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
も
発
展
を
あ

る
程
度
維
持
で
き
る《
推
進
力
》を
保
て
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
の
こ
と
な
の
で
す
」

　

実
際
、
和
泉
市
政

の
現
在
の
動
き
を
見

る
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
要
素
が
目
立
つ
。

例
え
ば
《
和
泉
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
》

の
今
年
４
月
の
オ
ー

プ
ン
も
そ
の
一
つ
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
に
関
し

て
は
、
経
営
難
の
続

い
て
い
た
旧
市
立
病

院
を
２
０
１
４
年
に

指
定
管
理
者
制
度

（
指
定
管
理
者
は
医

療
法
人
徳
洲
会
）
に

移
行
さ
せ
、
民
間
手

法
に
よ
る
経
営
、
施

設
整
備
（
建
替
え
移

転
）を
進
め
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

診
療
科
も
旧
市
立
病
院
の
16
科
か
ら
32
科
に
倍

増
。
指
定
管
理
の
始
ま
っ
た
当
初
の
医
師
数
41
人
が

や
は
り
82
人
へ
と
倍
増
し
た
事
実
が
象
徴
す
る
よ
う

に
、「
完
全
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」（
辻
市
長
）
の
だ
。

中
で
も
３
０
７
の
急
性
期
医
療
向
け
の
一
般
病
床

は
、
直
近
の
デ
ー
タ
で
は
１
０
０
％
近
く
が
常
に
稼

働
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
特
筆
す
べ
き
は
４
月
の
開

院
以
来
、
平
均
入
院
日
数
が
わ
ず
か
13
日
程
度
で
推

移
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
急
性
期
病
床
の
診
療
点

数
は
入
院
14
日
目
ま
で
の
加
算
率
が
最
も
大
き
い
。

入
院
日
数
の
平
均
が
13
日
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
入
院
患
者
に
最
大
加
算
が
さ
れ
る
。
そ
れ
で

い
て
常
に
１
０
０
％
近
い
稼
働
率
を
示
し
て
い
る
の

は
、
経
営
の
効
率
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
医
療
的
努
力
と
経
営
努
力
の
融
合
に
よ
る
、
こ

う
し
た「
体
質
」を
構
築
で
き
て
い
る
公
立
病
院
は
全

国
的
に
も
少
数
派
で
あ
り
、「
和
泉
市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
こ
の
上
な
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

大阪市

和泉市

田園地帯から和泉中央地区のニュータウンを遠望

平成30年4月にオープンした「和泉市立総合医療センター」
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で
き
た
」（
辻
市
長
）の
は
、
こ
の
点
を
取
り
上
げ
た
だ

け
で
も
明
白
だ
。

「
住
み
た
い
街
人
気
」常
連
の
理
由
と 

発
展
の
軌
跡

　

辻
市
長
が
就
任
以
来
常
に
懸
案
と
し
て
き
た
旧
市

立
病
院
の
改
革
と
再
出
発
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
見

事
に
軌
道
に
乗
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
市
民
の

安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
要
と
し
て
、
辻
市
長
が
就
任

以
来
の
懸
案
と
し
て
き
た
の
が
、
防
災
拠
点
を
兼
ね

た
新
市
庁
舎
の
建
設
計
画
だ
。
こ
の
事
業
も
現
在
一

気
に
軌
道
に
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
話
題
は

後
に
触
れ
る
と
し
て
、
市
制
施
行
後
の
60
年
間
に
和

泉
市
が
経
験
し
て
き
た
、
驚
異
的
な
発
展
の
軌
跡
を

改
め
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

和
泉
市
は
１
９
５
６（
昭
和
31
）年
９
月
１
日
、
旧

和
泉
町
な
ど
１
町
６
村
の
合
併
に
よ
り
、
大
阪
府
内

23
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
た
。
４
年
後
の

１
９
６
０
年
に
は
旧
八
坂
町
・
信
太
村
と
合
併
し
て
、

ほ
ぼ
現
在
の
市
域
（
東
西
約
７
㎞
、
南
北
約
19
㎞
、

面
積
約
85
㎢
）
と
な
っ
た
。
旧
和
泉
町
を
継
承
し
た

和
泉
市
の
名
称
は
、
律
令
時
代
に
和
泉
国
の
国
府
が

現
・
府
中
地
区
に
置
か
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
熊
野
街

道
が
造
成
さ
れ
る
な
ど
、
和
泉
の
地
は
古
代
か
ら
開

け
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
遥
か
以
前
の
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
や
弥
生
時
代
の
環
濠
集
落
「
池
上
曽
根

遺
跡
」
も
あ
る
。
海
に
も
比
較
的
近
く
、
ま
た
日
当

た
り
が
よ
く
丘
陵
地
帯
の
多
い
和
泉
の
地
が
古
来
、

い
か
に
暮
ら
し
や
す
い
環
境
で
あ
っ
た
か
が
、
こ
れ

ら
の
歴
史
的
遺
構
か
ら
も
分
か
る
。

　

そ
ん
な
由
緒
あ
る
来
歴
を
持
つ
和
泉
市
が
、
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
大
き
く
変へ
ん
ぼ
う貌

し
始
め
る
の
は
、

１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
だ
。

　

大
阪
の
都
心
部
ま
で
約
25
㎞
と
元
々
交
通
至
便
な

和
泉
市
の
宅
地
開
発
は
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら

既
に
始
ま
っ
て
い
た
。
人
口
も
１
９
７
１
年
に
10
万

人
を
突
破
す
る
な
ど
順
調
に
伸
び
て
い
た
。
そ
う
し

た
動
き
を
一
気
に
加
速
さ
せ
た
の
が
１
９
７
６
年
に

決
定
し
た
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構（
旧
日
本
住
宅
公
団
）に

よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン（
大
型
住
宅
・
産
業
都
市
）の
開

発
計
画
（
ト
リ
ヴ
ェ
ー
ル
和
泉
と
し
て
、
事
業
期
間

は
１
９
８
４
年
12
月
か
ら
２
０
１
４
年
3
月
ま
で
）

だ
。
さ
ら
に
和
泉
市
が
市
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
た

１
９
８
５
年
に
は
、
研
究
学
園
都
市
機
能
を
持
つ
工

業
団
地
・
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
和
泉
の
開
発
が
決
定
す

る（
１
９
９
８
年
か
ら
分
譲
開
始
）。

　

こ
う
し
た
動
き
に
付
随
し
て
、
１
９
９
３
年
に
は

阪
和
自
動
車
道
・
岸
和
田
Ｉ
Ｃ
〜
堺
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
、

１
９
９
４
年
に
は
関
西
国
際
空
港
（
第
１
期
）
が
開

業
、
１
９
９
５
年
に
は
泉
北
高
速
鉄
道
の
和
泉
市
へ

の
延
伸
と
と
も
に
和
泉
中
央
駅
が
開
業
し
た
ほ
か
、

同
年
に
は
桃
山
学
院
大
学
の
和
泉
市
へ
の
全
面
移
転

市制施行60周年を記念して行われた大迫力の「だんじり曳行」

観光振興キャンペーン（香港）で活躍の和泉市イメージキャラクター
「コダイくん（左）とロマンちゃん（右）」　　　　
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和泉市　市 政 ル ポ

（大阪府）

も
完
了
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
事
例
を
挙
げ
て
い
け
ば
キ

リ
も
な
い
が
、
和
泉
市
は
大
阪
万
博（
１
９
７
０
年
）

以
降
に
拍
車
の
掛
か
っ
た
、
大
阪
都
市
圏
の
拡
大
の

潮
流
に
乗
り
、
成
果
を
上
げ
続
け
て
き
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
和
泉
市
が
人
口
18
万
人
を
突
破
し
た
の
は

２
０
０
３
年
だ
が
、
人
口
増
加
率
は
そ
の
間
、
常
に

大
阪
府
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
目
標
と
し
て
い
た
20
万
人
に
届
く
前

に
、
人
口
は
近
年
、
漸
減
傾
向
を
示
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
大
型
宅
地
開
発
に
伴

い
、
そ
の
つ
ど
当
該
地
区
で
集
中
的
に
人
口
を
増
や

し
て
き
た
歴
史
も
あ
り
、
地
区
に
よ
っ
て
、
人
口
密

度
や
市
民
の
年
代
構
成
の
偏
り
も
進
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
和
泉
市
に
お
い
て
大
き
な
課
題
で

は
あ
る
が
、
ま
ち
の
前
途
は
決
し
て
暗
く
な
い
。

２
０
１
５
年
度
実
施
の
最
新
国
勢
調
査
に
お
い
て

も
、
全
国
の
人
口
構
成
と
比
較
す
る
と
、
若
い
世
代

の
人
口
比
率
が
高
く
、
ほ
か
の
多
く
の
都
市
と
は
違

う
人
口
構
造
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は
現
在
も
続
い

て
い
る
。

　

実
際
、
民
間
の
住
宅
情
報
サ
イ
ト
が
行
っ
た
近
畿

圏
版「
買
っ
て
住
み
た
い
街
」ラ
ン
キ
ン
グ
に「
和
泉

中
央
」
エ
リ
ア
が
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

特
に
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代
に
高
い
人
気
を
誇
る

事
実
は
、
和
泉
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
を
よ

く
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
端
的
に
い
え

ば
、
そ
れ
ら
の
事
実
は
、
住
環
境
が
優
れ
て
い
る
こ

と
や
、
地
元
お
よ
び
周
辺
地
域
に
雇
用
の
場
が
豊
富

に
あ
る
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

義
務
教
育
を
よ
り
充
実
さ
せ
る 

小
中
一
貫
教
育
の
実
現

　
「
現
在
の
和
泉
市
に
お
け
る
最
大
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
働
き
盛
り
の
世
代
が
多
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後

さ
ら
に
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
生
み
、
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
、
よ
り
一
層
優
れ
た
環
境
づ
く
り
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

住
環
境
と
雇
用
環
境
が
揃
え
ば
子
育
て
世
代
は
あ

る
程
度
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
進
め
る
に
は《
子
育
て
・
教
育
》施
策
の
強
化
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
こ
と
を
教
育
面
か
ら
再
認
識
し

た
事
例
と
し
て
、
例
え
ば
昨
年
４
月
に
開
校
し
た
、

大
阪
府
内
で
も
２
番
目
と
な
る
施
設
一
体
型
・
義
務

教
育
学
校『
南
松
尾
は
つ
が
野
学
園
』の
存
在
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
」

　

和
泉
市
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
市
内
の
10
中
学

校
区
で
施
設
分
離
型
の
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
き

た
が
、
昨
春
「
南
松
尾
は
つ
が
野
学
園
」
を
開
校
し
、

市
内
初
の
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

こ
れ
は
、
働
き
盛
り
世
代
を
中
心
に
、
市
へ
の
転

入
者
が
和
泉
中
央
地
区
と
そ
の
周
辺
に
集
中
す
る
一

平安時代に造成され市域北部に残る熊野街道

国宝2点、重文29点など収蔵の「和泉市久保惣記念美術館」（所蔵するモネの「睡蓮」にちなんだ池）
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方
で
、
同
学
園
地
区
で
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
現

状
に
対
応
し
た
措
置
で
も
あ
る
。

　
「『
南
松
尾
は
つ
が
野
学
園
』
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
居
住
地
区
は
従
来
の
２
中
学
校
区
に
ま
た
が
っ
て

い
る
た
め
、
か
な
り
広
範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
南

松
尾
小
・
中
学
校
区
域
の
少
子
化
が
進
み
、
児
童
・

生
徒
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
遠
方
か
ら
通
う
児
童

生
徒
用
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
運
行
し
て
い
ま
す
。
施

設
一
体
型
と
し
た
の
は
、
先
進
的
な
小
中
一
貫
教
育

を
目
指
し
た
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
の
で
す
が
、
施
設

一
体
型
・
小
中
一
貫
教
育
を
魅
力
的
に
感
じ
る
子
育

て
世
代
が
、
少
し
ず
つ
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
」

　

義
務
教
育
９
年
間
の「
育
ち
と
学
び
」に
一
貫
性
を

持
た
せ
る
に
は
継
続
・
連
続
し
た
学
習
指
導
、
生
活

指
導
が
不
可
欠
で
、
施
設
分
離
型
よ
り
も
施
設
一
体

型
の
方
が
、
そ
の
効
果
は
さ
ら
に
増
す
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
施
設
一
体
型
の
南
松
尾
は
つ
が

野
学
園
の
設
置
が
、
エ
リ
ア
の
豊
か
な
自
然
環
境
と

も
相
ま
っ
て
、
子
育
て
世
代
の
親
た
ち
の
共
感
を
結

果
的
に
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
。

　

ま
た
市
内
の
人
口
急
増
地
区
で
は
、
児
童
が

１
０
０
０
人
を
超
え
る
小
学
校
も
あ
る
そ
う
だ
。
そ

う
し
た
大
規
模
の
学
校
区
と
小
規
模
・
中
規
模
の
学

校
区
で
の
小
中
一
貫
教
育
の
比
較
に
つ
い
て
も
、
今

後
デ
ー
タ
的
に
検
証
さ
れ
れ
ば
興
味
深
い
。
さ
ら
に

将
来
的
に
予
定
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
化
に
つ
い
て
も
、
実
現
し
た
場
合
は
、
同
様
の
観

点
か
ら
の
比
較
検
証
が
待
た
れ
る
。

防
災
拠
点
・
新
庁
舎
建
設
と 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
《
子
育
て
・
教
育
》施
策
の
強
化
と
と
も
に
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
不
可

欠
な
の
が
防
災
体
制
の
強
化
だ
。
先
に
少
し
触
れ
た

よ
う
に
、
現
在
基
本
設
計
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
段

階
に
あ
り
、
２
０
２
１
年
６
月
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
新
市
庁
舎
建
設
計
画
の
実
現
は
、
和
泉
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
と
と
も
に
、
辻
市
長

市制施行60周年記念行事「手持ち花火同時点火最多人数」でギネス世界記録を達成！

生涯学習センター、図書館、市役所出張所などが揃う「和泉シティプラザ」

トカイナカ和泉の魅力を発信する和泉府中駅前「いずみの国観光おもてなし
処」（案内所）
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和泉市　市 政 ル ポ

（大阪府）

の
就
任
以
来
の
懸
案
だ
っ
た
。

　
「
現
在
の
市
庁
舎
の
１
号
館
は
今
年
で
築
60
年
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
急
速
な
人
口
増
な
ど

に
伴
い
、
庁
舎
は
増
築
に
次
ぐ
増
築
を
重
ね
、
現
在

で
は
計
６
棟
の
建
物
を
庁
舎
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
大
半
は
耐
震
性
能
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。

従
っ
て
近
い
将
来
に
高
い
確
率
で
の
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
へ
の
備
え
を

考
え
れ
ば
、
防
災
拠
点
と
な
る
べ
き
新
庁
舎
建
設
は

必
然
で
し
た
。
財
政
的
な
問
題
も
あ
り
、
な
か
な
か

取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
６
月
に
は『
和
泉
市
新
庁
舎
整
備
基
本
方
針
』を
策

定
。
そ
う
し
て
市
内
全
地
区
の
市
民
代
表
等
の
参
画

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
な
ど
を
経
て
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
た

『
和
泉
市
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
』を
昨
年
12
月
に
策

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

新
庁
舎
は
現
在
の
市
役
所
敷
地
内
に
建
設
す
る
。

旧
庁
舎
を
段
階
的
に
撤
去
（
３
号
館
の
み
新
庁
舎
と

一
体
的
に
活
用
）し
た
後
、
新
庁
舎
は
５
号
館（
旧
市

民
会
館
）
の
跡
地
に
建
設
、
そ
の
ほ
か
の
敷
地
は
駐

車
場
な
ど
に
充
て
る
予
定
だ
。

　

ま
た
新
庁
舎
は
７
階
建
で
、
低
層
階（
１
〜
２
Ｆ
）

に
市
民
利
用
の
多
い
窓
口
を
集
中
さ
せ
、
中
高
層
階

（
３
〜
７
Ｆ
）に
は
そ
の
他
の
部
署
、
議
場
、
災
害
対

策
本
部
室
な
ど
を
配
す
る
。

　
「
ま
た
全
館
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用

し
、
市
民
交
流
や
情
報
発
信
機
能
の
導
入
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
、『
市
民
に
や
さ
し
い
利
便
性
の
高
い
庁

舎
』『
市
民
の
安
全
安
心
を
支
え
る
庁
舎
』『
環
境
に
や

さ
し
い
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
配
慮
し
た
庁
舎
』

を
３
大
基
本
方
針
と
し
た
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

　

建
設
工
事
の
開
始
は
来
年
度
か
ら
、
細
部
を
煮
詰

め
る
作
業
も
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建

設
か
ら
半
世
紀
近
く
に
わ
た
り
モ
ダ
ン
な
建
物
を

次
々
現
出
さ
せ
て
き
た
和
泉
市
の
新
市
庁
舎
が
、
最

終
的
に
ど
の
よ
う
な
装
い
で
誕
生
す
る
の
か
、
今
か

ら
楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
今
後
へ
の
期
待
と
い
う
点
で
は
、
今
年
４

月
、
和
泉
市
を
含
む
泉
州
地
域
９
市
４
町
と
関
西
エ

ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
等
で
構
成
さ
れ
る
「
一
般
社
団

法
人
Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
発

足
し
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
関
西
国
際
空
港
と
の
連

携
で
、
国
内
外
の
利
用
者
を
対
象
に
観
光
振
興
を
図

ろ
う
と
す
る
組
織
だ
。
関
空
は
９
月
半
ば
現
在
、
台

風
被
災
か
ら
の
復
旧
を
鋭
意
進
め
て
い
る
過
程
の
た

め
、
Ｋ
Ｉ
Ｘ
泉
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
今
後

の
具
体
的
な
動
き
に
つ
い
て
の
予
断
は
控
え
る
が
、

和
泉
市
に
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
通
り
、「
コ
コ
ロ
が
ト
リ
コ
」に
な
り
そ
う

な「
ト
カ
イ
ナ
カ
」の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
交
流

人
口
拡
大
だ
け
で
な
く
定
住
化
促
進
も
、
子
育
て
世

代
を
中
心
に
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
人
口

減
少
時
代
に
さ
ら
な
る「
躍
進
」を
掲
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
和
泉
市
の
、
今
後
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

２
０
１
８
年
８
月
23
日
）

「和泉市新庁舎整備基本計画」策定時の市民ワークショップに参加した皆さま

テクノステージ和泉から生まれた女子サッカー・和泉テクノFCの練習拠点
「関西トランスウェイスポーツスタジアム」
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